
7月18日（土）

12:20～

12:45～12:55

13:00～13:35 個人1-1 個人2-1

13:35～14:10 個人1-2 個人2-2

14:10～14:45 個人1-3 個人2-3

14:45～14:50

共通論題

司会

発表①

発表②

発表③

発表④

質疑応答

16:50～18:30 移動

18:30～20:00 懇親会

7月19日（日）

9:00～9:35 個人3-1 個人4-1 個人5-1

9:35～10:10 個人3-2 個人4-2 個人5-2

10:10～10:15 休憩

10:15～10:50 個人3-3 個人4-3 個人5-3

10:50～11:25 個人3-4 個人4-4 個人5-4

11:25～12:00 個人3-5 個人4-5 個人5-5

12:00～13:20

13:20～13:50

13:50～14:00

14:00～14:35 個人6-1 個人7-1 個人8-1

14:35～15:10 個人6-2 個人7-2 個人8-2

15:15～15:25

日本タイ学会　2026年度研究大会プログラム

ポンサピタッ
クサンティ
ピヤ

日本とタイのテレビ広告におけるジェンダー役
割の比較研究

会場2（101教室） 会場3（103教室）会場1（レクチャーホール）

浅見靖仁
バンコク都知事選挙及び都議会議員選挙にお
ける有権者の投票行動のパネルデータ分析

岡野英之
YouTube「教養大国」タイランド ―「年間読
書量8行」と揶揄される国の教養動画事情―

冷戦期タイにおける王室外交の意義―日本訪
問とその返礼訪問のあり方から―

生方史数

大石友子

閉会の辞

江藤双恵

庄司栄介・
古屋悠里

越境する生業の場としてのトムヤム店 ― マ
レーシアにおけるタイ深南部ムスリムのネッ
トワークと帰属意識 ―

継承語教育の二面性―日本・イギリスにおけ
る継承タイ語教育の植民地性と寺院の役割―

会場：金沢大学角間キャンパス（石川県金沢市）
アクセス：https://www.kanazawa-u.ac.jp/university/campus-guidance/map/

参加費：一般2,000円、学生1,000円
懇親会費：一般6,000、学生4,000円
(会員／非会員とも同額、学生には大学院生も含みます)

休憩

日時：2026年7月18日（土)・19日（日）

会場1（レクチャーホール） 会場2（101教室）

玉田芳史 タイ2026年2月総選挙：BJTの勝因と政権展望
マナシシャー
・ペグサム

タイにおける日本のマンガ・アニメの受容の
現状について

個人
発表

開会の辞

Niramol
Rawinan

タイにおける動物福祉推進体制―ゾウのケアに
苦悩と葛藤を生み出すものに関する文化人類学
的考察―

アカと竹との関係性から見る「アカらしさ」の
生成と環境変化への応答

西　直美
「ムーテールー」の文化的流通―ご利益、消
費、遊び心のあいだ―

三好友良
タイの高齢者ケアにおける介護・経済的扶養の
家族内分担と制度利用―ラヨーン県タップマー
市の要介護高齢者調査から―

齋藤百合子
北部タイにおけるチーク材交易と女性の移動
―植民地期ネットワークと1960年代以降の「南
行き」の再編成―

中本優樹
バンコクに「居続ける」ための選択―日本人現
地採用者の仕事と生活―

席 子涵
タイ華人廟における信仰空間と変遷―バンコ
ク黄橋天后宮の事例を中心に―

会場：「まれ」ホテルマイステイズ金沢キャッスル1階
https://iconia.co.jp/hotel-mystays-kanazawa-castle-ishikawa

14:50～16:50
共通
論題

鈴木雅斗

休憩

太田小雪
日本とタイにおける近代的美術史の成立：自
国美術史の位置づけをめぐって

原田あゆみ
「ロッブリー美術」概念の形成と変遷：タイ
美術史研究におけるクメール美術理解をめ
ぐって

Khomkrit"Pi"
Traisuphachoke

金沢駅行きのバス情報（金沢大学自然研前A⇒金沢駅，390円）
●17:14発 -旭町経由　金沢駅ゆき- 17:54着
●17:34発 -旭町経由　金沢駅ゆき- 18:14着
(17:49発 -鈴見台二丁目経由　金沢駅ゆき- 18:29着、
18:46発　19:23着）

ダムロン親王『シャム仏蹟史』（1926）再考
―近代シャム／タイにおける学知の編成と「美術史」の成
立―

昼休み・理事会（80分間）

総会

共創研究としてのタイ・ラオス地域研究

Continuity Within Change: Non-Formal
Education and State Transformation in
Thailand, 1949–2023

小川絵美子

第二次世界大戦期の日本の対タイ外交におけ
る民間人の役割:新田義實、吉岡恒夫

村嶋英治

バンコク・クロントイ市場における市場空間
の動態 ―食料流通・労働・居住の重なりから
―

「コンケン・モデル」における福祉的要素

タイ領トレンガヌ州（現マレーシア領）４ヶ
国語（日英馬泰）日本軍指示書の一次資料考
察「未鑑定」背景―34年間の失地とその回復
の実態か？―

大畠奈都子

舩橋唯介
タイにおける無国籍の若者による国籍観と
「無国籍性（statelessness）」

青木（岡
部）まき

櫻田智恵

マルチアーカイバル・アプローチによる冷戦
期タイ外交像の再検討 ―1963年のタイ国王夫
妻台湾歴訪を事例に―

Chatri
Prakitnon-
thakan

Art Historical Plot and the Formation of
the Siamese Absolutist State

発表時間（個人）：発表25分・質疑応答7分・時間調整3分

個人
発表

受付開始

髙橋正樹

宮島良明
米中貿易摩擦のなかのタイ貿易―対中国・日
本・アメリカ貿易の分析を中心に―

和田理寛
仏教のタイ化に与しないタマユット―英領ビ
ルマのモン地域におけるマハーイェン派創立
と1880～1900年代の同時代史料―

個人
発表

熊谷章太郎
多極化する国際秩序とタイの戦略―タイが
OECD・BRICSへの加盟を目指す理由とその課題
―

『シャム仏蹟史』の思想水脈：ジョルジュ・
セデス以前の近代東洋学とダムロン親王

日向伸介

タイ東北部における塩の社会史―資源化・脱
資源化・「毒化」の交錯

鈴木規之


